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金
　
　
民
　
寧

　
韓
国
経
済
の
現
況
と
採
る
べ
き
対
策

　
韓
国
経
済
は
、
米
国
発
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ
り

一
九
九
七
年
の
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
」
以
降
、
再
び
深
刻
な

景
気
後
退
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
二
一
世
紀
に
入
り
、

経
済
成
長
率
は
過
去
の
成
長
期
に
比
べ
て
、
多
少
下

が
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
一
貫
し
て
成
長
を
続
け
て

き
た
。

　
最
近
数
年
間
の
統
計
を
見
れ
ば
、
韓
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
、
二
〇
〇
六
年
に
は
五
・
一
％
、
二
〇
〇
七
年
に

は
五
・
〇
％
成
長
し
た
。
し
か
し
二
〇
〇
八
年
に
は
成

長
率
が
二
・
五
％
に
下
が
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
第
四
半

期
の
経
済
は
急
速
に
冷
却
化
し
、
前
年
同
期
比
で
三
・

六
％
減
少
し
た
。
経
済
学
者
ら
は
二
〇
〇
九
年
に
は
景

気
後
退
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
韓

国
銀
行
は
二
〇
〇
九
年
の
経
済
成
長
率
を
マ
イ
ナ
ス
二

％
と
予
想
し
て
い
る
一
方
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
韓
国
経
済
成
長

率
の
予
想
を
マ
イ
ナ
ス
四
％
と
発
表
し
て
い
る
。

　
１
、
は
じ
め
に

　
２
、
韓
国
経
済
の
現
況

　
景
気
後
退
局
面
が
本
格
的
に
進
行
し
て
い
る
と
い
う

事
実
は
製
造
業
で
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇

八
年
一
二
月
の
鉱
工
業
生
産
指
数
は
前
年
同
月
比
で
史

上
最
低
の
下
落
幅
で
あ
る
一
八
・
六
％
も
減
少
し
、
投

資
関
連
指
標
の
う
ち
、
設
備
投
資
指
数
は
前
月
比
二

四
・
一
％
減
少
し
た
。
先
行
指
標
で
あ
る
国
内
機
械
受

注
は
マ
イ
ナ
ス
三
八
・
四
％
を
示
し
、
投
資
萎
縮
が
全

般
的
に
深
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
二
〇
〇
九
年
一
月
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
輸
出
入
が
国

内
外
の
景
気
後
退
の
深
化
で
大
幅
な
減
少
傾
向
を
続
け

て
い
る
な
か
で
、
モ
ノ
の
輸
出
は
前
年
比
三
二
・
八
％

減
少
し
た
。
モ
ノ
の
輸
入
は
国
内
景
気
後
退
の
影
響
で

資
本
財
と
消
費
財
の
輸
入
が
大
幅
に
減
っ
た
た
め
、
三

二
・
一
％
減
と
な
り
、
二
九
・
七
億
ド
ル
の
貿
易
収
支

赤
字
を
記
録
し
た
。
そ
れ
ま
で
急
成
長
し
て
い
た
Ｉ
Ｔ

分
野
の
輸
出
ま
で
前
年
同
月
比
で
三
八
・
三
％
減
少
し

た
六
九
・
六
億
ド
ル
（
速
報
値
）
と
集
計
さ
れ
た
。
貿

易
収
支
赤
字
と
外
国
人
の
株
式
、
債
権
投
資
金
の
回
収

に
よ
る
資
本
収
支
赤
字
で
外
貨
保
有
高
は
二
〇
〇
七
年

一
二
月
の
二
六
二
二
億
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
八
年
一
二
月

に
は
二
〇
一
二
億
と
な
り
、
一
年
間
で
六
一
〇
億
ド
ル

も
減
少
し
た
。
ウ
ォ
ン
―
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
は
、
今
年

一
月
初
め
に
一
三
〇
〇
ウ
ォ
ン
を
下
回
っ
た
が
、
そ
の

後
国
際
金
融
市
場
に
対
す
る
不
安
が
再
び
問
題
視
さ

れ
、
二
月
二
八
日
現
在
一
五
三
三
ウ
ォ
ン
を
記
録
し
、

二
〇
〇
七
年
末
の
九
三
八
・
二
ウ
ォ
ン
に
比
べ
て
六

三
・
四
％
も
通
貨
が
下
落
し
た
状
態
に
あ
る
。

　
韓
国
経
済
は
輸
出
依
存
的
な
構
造
を
成
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
三
％
以
上
が
輸
出
に
よ
る
も
の
だ
。
す
な

わ
ち
輸
出
が
停
滞
す
れ
ば
、
韓
国
経
済
の
根
幹
か
ら
ぐ

ら
つ
く
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
今
回
の
輸
出
の
不
振
が

し
ば
ら
く
持
続
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
点
だ
。
米

国
が
一
九
二
九
年
の
経
済
大
恐
慌
を
彷
彿
さ
せ
る
ほ
ど

深
刻
な
景
気
後
退
局
面
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
中
国
な

ど
の
新
興
市
場
も
ま
た
急
速
に
萎
縮
し
、
世
界
的
に
不

況
の
嵐
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
金

融
危
機
に
よ
る
先
進
国
の
景
気
後
退
が
、
中
国
、
中
東

産
油
国
に
拡
散
し
て
お
り
、
韓
国
の
輸
出
展
望
を
さ
ら

に
暗
い
も
の
に
さ
せ
て
い
る
。
輸
出
の
不
振
は
企
業
の

減
産
お
よ
び
構
造
調
整
に
連
鎖
し
、
雇
用
率
の
減
少
、

失
業
率
の
増
加
を
招
く
。
昨
年
末
、
製
造
業
の
平
均
工

場
稼
動
率
は
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
」
時
の
六
三
・
八
％
よ
り

下
落
し
た
六
二
・
五
％
に
達
し
た
。

３
、
韓
国
政
府
が
採
る
べ
き
景
気
浮
揚
策

　
現
在
韓
国
経
済
が
直
面
し
た
内
需
不
振
と
経
済
危
機

を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
次
に
指
摘
す
る
よ
う
な
多
方

面
に
及
ぶ
景
気
浮
揚
策
が
重
点
的
に
採
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
第
一
は
、
積
極
的
な
財
政
出
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
幸
い
な
こ
と
に
、
尹
増
鉉
企
画
財
政
部
長

官
を
筆
頭
と
し
た
新
し
い
経
済
チ
ー
ム
は
、
雇
用
創

出
、
住
民
生
活
の
安
定
化
に
向
け
た
支
援
等
を
通
じ

て
、
内
需
不
振
を
補
完
し
、
経
済
危
機
を
打
開
で
き
る
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４
、
お
わ
り
に

レ
ベ
ル
の
補
正
予
算
を
推
進
し
て
い
る
。
一
時
的
に
資

金
繰
り
に
苦
し
む
企
業
の
資
金
調
達
条
件
の
改
善
に
向

け
て
、
信
用
保
証
枠
を
大
幅
に
拡
大
し
、
輸
出
入
金
融

お
よ
び
外
貨
資
金
市
場
の
条
件
改
善
の
た
め
に
外
貨
流

動
性
を
持
続
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、

新
し
い
雇
用
創
出
の
た
め
に
非
正
規
職
法
の
補
完
、
最

低
賃
金
制
の
改
善
な
ど
、
労
働
市
場
制
度
の
先
進
化
を

推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
財
政
出
動
の
一
例
と
し
て
韓
国
政
府
は
、
一
九
万
人

分
の
雇
用
創
出
効
果
が
見
込
ま
れ
る
、
漢
江
、
金
江
、

栄
山
江
、
洛
東
江
に
よ
る
「
四
大
河
川
整
備
事
業
」
を

通
じ
て
、
景
気
鈍
化
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
公
共
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
韓
国
政
府
が
二
月

一
五
日
に
発
表
し
た
四
二
兆
ウ
ォ
ン
規
模
の
地
域
発
展

対
策
の
一
環
で
あ
り
、
推
進
力
を
失
っ
た
韓
国
経
済
を

浮
上
さ
せ
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
。
四
大
川
整
備
事
業

は
、
李
明
博
大
統
領
が
大
統
領
選
挙
の
際
の
公
約
と
し

て
発
表
し
、
大
論
争
と
な
っ
た
「
大
運
河
事
業
」
に
比

べ
れ
ば
今
回
は
争
点
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
世

界
経
済
が
萎
縮
、
墜
落
す
る
状
況
に
な
っ
た
現
在
で

は
、
四
大
河
川
整
備
事
業
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
。
新

し
い
高
速
道
路
、
高
速
鉄
道
な
ど
の
追
加
的
な
イ
ン
フ

ラ
投
資
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

　
米
国
で
電
気
自
動
車
に
対
す
る
政
府
支
援
が
行
わ
れ

た
よ
う
に
、
韓
国
政
府
も
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て

積
極
的
な
支
援
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
電
気

自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
、
水
素
自
動
車
な
ど
の
自

動
車
関
連
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
太
陽
熱
、
風
力
、
地

熱
発
電
な
ど
の
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
政
府
レ
ベ
ル

で
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界
景
気
が
回
復
す

れ
ば
、
国
際
石
油
価
格
は
再
度
上
昇
す
る
こ
と
に
な

り
、
一
バ
レ
ル
当
た
り
一
〇
〇
ド
ル
以
上
の
時
代
に
回

帰
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
が
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
投
資
を
集
中
さ
せ
る
好
期
と
思

わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
前
述
の
財
政
出
動
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
、
積
極
的
な
金
融
政
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
の
危
機
的
な
状
況
に
お
い
て
韓
国
銀
行
が
先

を
見
越
し
た
、
大
胆
な
通
貨
政
策
の
運
用
を
通
じ
て
、

韓
国
政
府
の
景
気
浮
揚
策
を
支
援
す
る
こ
と
が
、
今
一

番
求
め
ら
れ
る
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
補
正
予
算
に
と
も
な
う
国
債
を
韓
国
銀
行
が
引
き

受
け
る
一
方
、
社
債
、
Ｃ
Ｐ
の
買
入
な
ど
に
も
積
極
的

に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
外
国
為
替
市
場
の

安
定
化
に
向
け
た
積
極
的
な
対
応
策
も
必
要
だ
。

　
こ
れ
ま
で
韓
国
銀
行
は
保
守
的
な
通
貨
政
策
に
偏
重

し
て
い
た
た
め
、
今
回
の
経
済
危
機
に
対
し
て
効
果
的

に
対
応
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
と
い
う
指
摘
が
多
く
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
韓
国
政
府
と
の
政
策
協
力

を
さ
ら
に
強
化
し
、
市
場
の
懸
案
に
能
動
的
に
対
処
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
韓
国
銀
行
が
二
月
一
二
日
、
基

準
金
利
を
現
行
の
二
・
五
％
か
ら
二
％
に
、
〇
・
五
％

引
き
下
げ
て
追
加
の
金
利
引
き
下
げ
の
可
能
性
を
示
唆

し
た
。
幸
い
に
も
、
イ
ン
フ
レ
率
は
下
落
し
て
お
り
、

韓
国
銀
行
が
追
加
の
利
下
げ
を
実
施
す
る
余
裕
が
あ

る
。
今
回
の
利
下
げ
は
、
昨
年
一
〇
月
か
ら
数
え
て
六

回
目
に
な
る
も
の
で
、
下
げ
幅
は
合
計
三
・
二
五
％
に

達
し
、
現
在
の
金
融
政
策
を
導
入
し
た
一
九
九
九
年
以

降
最
低
の
水
準
を
更
新
し
た
。

　
最
後
に
、
日
韓
間
に
お
け
る
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
の
大
幅

拡
大
を
主
張
し
て
お
き
た
い
。
現
在
韓
国
は
米
国
と
三

〇
〇
億
ド
ル
、
日
本
と
三
〇
〇
億
ド
ル
、
そ
し
て
中
国

と
も
三
〇
〇
億
ド
ル
相
当
の
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
を
締
結
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
韓
国
銀
行
は
米
国
と
は
一
五
〇
億

ド
ル
程
度
を
活
用
し
て
い
る
が
、
外
国
為
替
市
場
の
否

定
的
な
反
応
を
懸
念
し
て
日
本
、
中
国
と
の
通
貨
ス

ワ
ッ
プ
は
使
用
し
て
い
な
い
状
態
だ
。
二
〇
〇
〇
億
ド

ル
の
外
貨
保
有
高
を
有
し
、
九
〇
〇
億
ド
ル
の
ス
ワ
ッ

プ
協
定
を
結
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ォ
ン
の
対
米

ド
ル
レ
ー
ト
は
現
在
一
五
〇
〇
ウ
ォ
ン
以
上
に
ま
で
下

が
っ
て
い
る
。
根
本
的
に
経
済
状
況
が
悪
く
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
為
替
レ
ー
ト
が
下
が
る
背
景
に
は
心
理

的
な
要
因
が
か
な
り
作
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
も
し
も
日
本
政
府
が
ス
ワ
ッ
プ
取
引
を
二
倍
、
三

倍
に
拡
大
し
て
く
れ
れ
ば
、
為
替
レ
ー
ト
が
早
期
に
安

定
す
る
と
見
ら
れ
、
日
韓
関
係
の
改
善
に
も
多
い
に
役

に
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
日
韓
間
で
自
由
貿
易
協
定
の
締
結
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
段
の
進

展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
韓
国
が
困
難
な

時
期
に
日
本
が
積
極
的
に
日
本
円
を
提
供
し
、
こ
れ
を

外
国
為
替
市
場
で
変
換
し
て
運
用
す
れ
ば
、
日
本
円
の

価
値
は
少
な
か
ら
ず
下
落
し
、
ウ
ォ
ン
の
価
値
は
上
が

る
だ
ろ
う
。
日
本
の
積
極
的
な
支
援
に
対
し
て
韓
国
国

民
は
感
謝
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
お
の
ず

と
早
期
に
実
現
す
る
契
機
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る

だ
ろ
う
。
筆
者
は
こ
れ
こ
そ
が
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」

戦
略
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
（
三
月
一
日
記
）

（
キ
ム
ミ
ン
ニ
ョ
ン
・
韓
国
外
国
語
大
学
教
授
・
ア
ジ
ア

　
研
究
所
客
員
研
究
員
）

（
翻
訳
　
上
澤
宏
之
　
ア
ジ
ア
研
究
所
　
嘱
託
研
究
員
）
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